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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位装置および下位装置とそれぞれ入出力可能に接続され、連携して生産ラインを制御
している既設プロセスコンピュータを新設プロセスコンピュータに更新するプロセスコン
ピュータの更新方法であって、
新設プロセスコンピュータを設置して、
既設プロセスコンピュータの制御下で生産ラインの稼動を続けながら、新設プロセスコン
ピュータを併用し、
既設プロセスコンピュータと新設プロセスコンピュータのそれぞれの動作を自動で比較し
、既設プロセスコンピュータの動作を一部ずつ新設プロセスコンピュータの動作へ置き換
えつつ、
既設プロセスコンピュータの動作に基づいて新設プロセスコンピュータを立上げる、新設
プロセスコンピュータの立上げステップと、
既設プロセスコンピュータから新設プロセスコンピュータに全部を切替えて生産ラインを
稼動させた後も、既設プロセスコンピュータを併用した状態として、新設プロセスコンピ
ュータの動作と既設プロセスコンピュータの動作とを自動で照合し、照合結果に差があれ
ば、既設プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロセスコンピュータの動作を修正
する、新設プロセスコンピュータの動作修正ステップと、
を有し、
前記新設プロセスコンピュータの立上げステップを行うにあたっては、
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上位装置と既設プロセスコンピュータの間にパララン用コンピュータを接続し、上位装置
からパララン用コンピュータへの出力、および既設プロセスコンピュータからパララン用
コンピュータへの出力をそれぞれ可能にし、
新設プロセスコンピュータをパララン用コンピュータと下位装置との間に接続して、パラ
ラン用コンピュータから新設プロセスコンピュータへの出力、および下位装置から新設プ
ロセスコンピュータへの出力をそれぞれ可能にして、パララン用コンピュータを介して新
設プロセスコンピュータを立上げて、
その後、前記新設プロセスコンピュータの動作修正ステップを行うにあたっては、
既設プロセスコンピュータとパララン用コンピュータとを接続したまま入出力を可能とし
、
下位装置と既設プロセスコンピュータとを接続したまま、下位装置から既設プロセスコン
ピュータへの出力を可能とし、
上位装置と既設プロセスコンピュータとの接続を切り離すとともに、上位装置と新設プロ
セスコンピュータを接続して入出力を可能とし、
下位装置から新設プロセスコンピュータへ接続したまま出力を可能とし、また、新設プロ
セスコンピュータから下位装置へ接続して出力を可能にし、
新設プロセスコンピュータからパララン用コンピュータへの出力を可能として、
パララン用コンピュータを介して、既設プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロ
セスコンピュータの動作を修正することを特徴とするプロセスコンピュータの更新方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上位装置と下位装置に、入出力装置を介して接続している既設のプロセスコ
ンピュータを新設のプロセスコンピュータ(以下、プロコンとも略記)に更新する、プロセ
スコンピュータの更新方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プロセスコンピュータは、ビジネスコンピュータなどの上位装置とPLC（Programmable 
Logic Controller）などの下位装置と連携して生産ライン全体を制御している。操業自動
化や製品の品質を担う重要な装置であるため、プロセスコンピュータが停止すると生産ラ
インも停止に至るケースがほとんどである。
【０００３】
　プロコンを更新する際には、上位装置から指示される製品の仕様や下位装置の制御モー
ド等、操業上起こりうるケースを全て確認する必要がある。しかしながら、新設のプロコ
ンに切替えて全ケースを確認するには、生産ラインを長時間停止しなくてはならなくなっ
てしまう。
【０００４】
　この為、プロコン更新の際には、必要な入力情報を既設プロコンとともに併行して新設
プロコンに入力させて、既設プロコンと新設プロコンを同時に動かしながら（パラランと
略記）、新設プロコンの動作確認を実施することが不可欠である。多くの場合、下記に示
す方法で上位装置、下位装置から必要な入力情報を併行取得してきた。
【０００５】
　＜上位装置＞
既設プロコンは、上位装置とモデム装置（modem　アナログ信号とデジタル信号との変調
復調装置）を介して信号のやりとりしていることがほとんどである。この場合は、出力信
号用の送信ピンを除いた分配器を設ける等を行って入力信号を併行取得していた。なお、
イーサネット（登録商標）伝送の場合は、後述の方法をとる。
【０００６】
　＜下位装置＞
下位装置からの情報入力は、モデム装置を介している場合、PIO（Programmed Input/Outp
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ut）信号を介している場合、およびメーカ専用ネットワークを介している場合の３種類に
分類される。モデム装置を介している場合は、上位装置と同様の方法で併行取得する。PI
O信号を介している場合は、重要な信号のみリレー等の信号増幅器を介して併行取得する
ことが多い。メーカ専用ネットワークを介している場合はゲートウェイとなる装置を介し
て併行取得することが多い。
【０００７】
　このように必要な入力情報を併行して取得してパラランしながらプロコン更新を行なう
技術としては、例えば、特許文献１に開示されている技術がある。この技術は、下位装置
との通信でPIO信号を併行して取得する際に、PIO信号を前述した方法のようにハードウエ
アで増幅するのではなく、PLC等の制御装置にて受信させ、受信データの一方を複写によ
って生成するというソフトウエア処理で行なうものである。従来のハードウエア処理に比
べて、プロコン更新を信頼度を落とすことなく経済的に行なうことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平８－３２８６０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１に開示されている技術は、既設プロコンを更新する前に、既設プロコンと新
設プロコンのパラランを行う技術であるものの、新設プロコンに切替えた後の状態でのパ
ラランは対象外としている。
【００１０】
　しかしながら、プロコンの更新においては、新設プロコンに切替えて試運転する期間に
、切替試験として機能確認にあてることができる時間は、生産の都合で限られた時間しか
取ることができない。
【００１１】
　このため、限られた時間内で必要不可欠な機能を洗い出して確認することとなる。しか
し、ライン全体を制御しているプロコンは、確認項目も多岐にわたるため、例えば、０．
数秒の通信のズレにより装置が異常となりラインが停止する事態がしばしば発生する。
【００１２】
　ライン停止となった際には、異常となった原因が、データに問題があるのか、データ通
信におけるプロトコルに問題があるのか、切替タイミングに問題があるのか、オペレータ
の操作ミスが問題なのか等、様々な原因が考えられ、それらを一つずつ潰していかなけれ
ばならない。
【００１３】
　この異常原因の調査のために、限られた時間しかない試運転時間を食いつぶしてしまう
ケースが頻発するという問題があった。
【００１４】
　また、プロコンから上位装置に送信する品質情報は数千項目を超える場合もあり、かつ
それぞれの単体機器から得た情報をプロコンで編集する仕組みとなっているため、新設プ
ロコンへ切替後に新設プロコンにソフトバグが残っており、品質上の重大な不具合に気付
くのに遅れてしまうケースが発生するという問題もあった。
【００１５】
　本発明は、上記のような事情に鑑みてなされたものであり、短期間で不具合を早期に発
見できてかつ確実に新設プロコンへの切替えを行なうことができる、プロセスコンピュー
タの更新方法を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の特徴を有している。
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【００１７】
　［１］　上位装置および下位装置とそれぞれ入出力可能に接続され、連携して生産ライ
ンを制御している既設プロセスコンピュータを新設プロセスコンピュータに更新するプロ
セスコンピュータの更新方法であって、
新設プロセスコンピュータを設置して、
既設プロセスコンピュータの制御下で生産ラインの稼動を続けながら、新設プロセスコン
ピュータを併用し、
既設プロセスコンピュータと新設プロセスコンピュータのそれぞれの動作を自動で比較し
、既設プロセスコンピュータの動作を一部ずつ新設プロセスコンピュータの動作へ置き換
えつつ、
既設プロセスコンピュータの動作に基づいて新設プロセスコンピュータを立上げる、新設
プロセスコンピュータの立上げステップと、
既設プロセスコンピュータから新設プロセスコンピュータに全部を切替えて生産ラインを
稼動させた後も、既設プロセスコンピュータを併用した状態として、新設プロセスコンピ
ュータの動作と既設プロセスコンピュータの動作とを自動で照合し、照合結果に差があれ
ば、既設プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロセスコンピュータの動作を修正
する、新設プロセスコンピュータの動作修正ステップと、
を有することを特徴とするプロセスコンピュータの更新方法。
【００１８】
　［２］　上記［１］に記載のプロセスコンピュータの更新方法において、
前記新設プロセスコンピュータの立上げステップを行うにあたっては、
上位装置と既設プロセスコンピュータの間にパララン用コンピュータを接続し、上位装置
からパララン用コンピュータへの出力、および既設プロセスコンピュータからパララン用
コンピュータへの出力をそれぞれ可能にし、
新設プロセスコンピュータをパララン用コンピュータと下位装置との間に接続して、パラ
ラン用コンピュータから新設プロセスコンピュータへの出力、および下位装置から新設プ
ロセスコンピュータへの出力をそれぞれ可能にして、パララン用コンピュータを介して新
設プロセスコンピュータを立上げて、
その後、前記新設プロセスコンピュータの動作修正ステップを行うにあたっては、
既設プロセスコンピュータとパララン用コンピュータとを接続したまま入出力を可能とし
、
下位装置と既設プロセスコンピュータとを接続したまま、下位装置から既設プロセスコン
ピュータへの出力を可能とし、
上位装置と既設プロセスコンピュータとの接続を切り離すとともに、上位装置と新設プロ
セスコンピュータを接続して入出力を可能とし、
下位装置から新設プロセスコンピュータへ接続したまま出力を可能とし、また、新設プロ
セスコンピュータから下位装置へ接続して出力を可能にし、
新設プロセスコンピュータからパララン用コンピュータへの出力を可能として、
パララン用コンピュータを介して、既設プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロ
セスコンピュータの動作を修正することを特徴とするプロセスコンピュータの更新方法。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、新設プロコンへの切替試験時に、新設プロコンと併用した既設プロコ
ンの動作を照合し、その照合結果を蓄積するとともに新設プロコンの不具合を修正するよ
うにしたので、発見が困難な不具合を短期間かつ確実に発見・修正をすることができる。
【００２０】
　また、新設プロコンに重大な不具合が発生しても、既設プロセスコンピュータの動きを
即座に参照できて、これまで不具合原因の調査に割かれていた時間を減少し、新設プロコ
ンへの切替後の不具合を減少させることが可能となるとともに、品質上の不具合発生時に
も処置と対策を迅速に行なうことが可能となる。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】プロセスコンピュータ更新における処理工程例を示す図である。
【図２】プロセスコンピュータの更新前のシステム構成例を示す図である。
【図３】新設プロセスコンピュータの立上げ時のシステム構成例を示す図である。
【図４】新設プロセスコンピュータの動作修正時におけるシステム構成例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図を参照しながら本発明を実施するための形態を説明する。
【００２３】
　図１は、プロセスコンピュータ更新における処理工程例を示す図である。図２は、プロ
セスコンピュータの更新前のシステム構成例を示す図である。図３は、新設プロセスコン
ピュータの立上げ時のシステム構成例を示す図である。図４は、新設プロセスコンピュー
タの動作修正時におけるシステム構成例を示す図である。
【００２４】
　図中、１は上位装置、２は既設プロセスコンピュータ、３は下位装置、４はパララン用
コンピュータ、および５は新設プロセスコンピュータを、それぞれ表す。
【００２５】
　図１に示す、プロセスコンピュータ更新における処理工程例にしたがって、図２～図４
のシステム構成例を参照しながら説明を行う。本発明は、図２～図４へと順にシステム構
成を変化させて、プロセスコンピュータの更新を短期間に確実に行なうものである。
【００２６】
　先ず、図１のスタート時点は、図２に示すように、更新対象となっている既設プロコン
２が、上位装置１と下位装置３の中間に接続され、それぞれとデータ通信を行なって連携
しながら生産ライン（図示せず）を制御する、更新前の様子を表している。
【００２７】
　次に、Step01の新設プロコンの立上げステップでは、既設プロセスコンピュータの制御
下で生産ラインの稼動を続けながら、既設プロセスコンピュータと新設プロセスコンピュ
ータを併行して走らせたパララン状態で、新設プロセスコンピュータを立上げる。図３に
システム構成の一例を示す。
【００２８】
　すなわち、上位装置１と既設プロセスコンピュータ２の間にパララン用コンピュータ４
を接続し、上位装置１からパララン用コンピュータ４への出力、および既設プロセスコン
ピュータ２からパララン用コンピュータ４への出力をそれぞれ可能にし、新設プロセスコ
ンピュータ５をパララン用コンピュータ４と下位装置３との間に接続して、パララン用コ
ンピュータ４から新設プロセスコンピュータ５への出力、および下位装置３から新設プロ
セスコンピュータ５への出力をそれぞれ可能とする。
【００２９】
　既設プロセスコンピュータ２と新設プロセスコンピュータ５を併行して走らせるパララ
ンを行うために、上位装置１からパララン用コンピュータ４にも、既設プロセスコンピュ
ータ２へ送った同じ出力を送り、送られた出力をパララン用コンピュータ４から新設プロ
セスコンピュータ５に転送することで、新設プロセスコンピュータ５でのパラランが可能
となる。パララン用コンピュータ４におけるデータ転送機能により、次の新設プロセスコ
ンピュータの動作修正ステップにおけるパラランも可能となる。
【００３０】
　上位装置１と既設プロセスコンピュータ２は、前述のように、モデム伝送を行っている
場合や、LAN（ローカルエリアネットワーク）で用いられるイーサネット（登録商標）伝
送を行っている場合がある。モデム伝送を行っている場合は、送信用ピンを不使用状態と
した二股ケーブルを使用すれば、新設プロセスコンピュータ５へも併行して入力すること



(6) JP 6314937 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

ができる。また、イーサネット（登録商標）伝送を行っている場合にはミラーポート伝送
（送信元のすべてのトラフィックをミラーリング（コピー）できる伝送）が可能な集線装
置であるＨＵＢを使用すれば、新設プロセスコンピュータ５へも併行して入力することが
できる。
【００３１】
　Step01では、既設プロセスコンピュータの制御下で生産ラインの稼動を続けながら、新
設プロセスコンピュータを併用し、既設プロセスコンピュータと併用した新設プロセスコ
ンピュータのそれぞれの動作（出力内容および出力タイミング）を比較し、既設プロセス
コンピュータの動作に基づいて併用した新設プロセスコンピュータを立上げる。
【００３２】
　なお、以上は、既設プロセスコンピュータを更新する前に、新設プロセスコンピュータ
のパラランを行いながら新設プロセスコンピュータを立上げるものであり、前述の特許文
献１に開示されている技術もその一つである。
【００３３】
　そして、本発明では、新しい方法として、Step02の新設プロコンの動作修正ステップに
おいて、既設プロセスコンピュータから動作確認を終了した新設プロセスコンピュータに
切替えて、新設プロセスコンピュータの制御下で生産ラインの稼動を続けながら、既設プ
ロセスコンピュータも併用したパララン状態で、さらに新設プロコンの動作確認を行う。
【００３４】
　既設プロセスコンピュータと新設プロセスコンピュータとの動作を自動で照合し、既設
プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロセスコンピュータの動作を修正する。
【００３５】
　併用した既設プロセスコンピュータと動作確認を終了した新設プロセスコンピュータと
の動作を自動で照合するシステム構成の一例を図４に示す。
【００３６】
　すなわち、既設プロセスコンピュータ２とパララン用コンピュータ４とを接続したまま
入出力を可能とし、下位装置３と既設プロセスコンピュータ２とを接続したまま、下位装
置３から既設プロセスコンピュータ２への出力を可能なままとする。
【００３７】
　そして、上位装置１と既設プロセスコンピュータ２を切り離すとともに、上位装置１と
新設プロセスコンピュータ５を接続して入出力を可能とし、下位装置３から新設プロセス
コンピュータ５へ接続したまま出力を可能とし、また、新設プロセスコンピュータ５から
下位装置３へ接続して出力を可能にし、新設プロセスコンピュータ５からパララン用コン
ピュータ４への出力を可能とする。
【００３８】
　新設プロセスコンピュータ５の動作修正時では、新設プロセスコンピュータ５は上位装
置１および下位装置３とで通信を行う。この時、パララン用コンピュータ４は仮想上位装
置として動作し、既設プロセスコンピュータ２とパララン用コンピュータ４で通信を行う
。なお、既設プロセスコンピュータ２からパララン用コンピュータ４への出力には、仮想
上位装置への出力（図中のａ）とともに下位装置３への出力（図中のｂ）も含まれる。
【００３９】
　また、既設プロセスコンピュータでのパラランを行なうべく、パララン用コンピュータ
４から既設プロセスコンピュータ２に送信されるデータには、上位装置１からの入力デー
タが新設プロセスコンピュータ５からパララン用コンピュータ４経由で送信されるデータ
も含まれる。
【００４０】
　パララン用コンピュータ４は、既設プロセスコンピュータ２と新設プロセスコンピュー
タ５との動作を自動で照合し、既設プロセスコンピュータの動作を参照して新設プロセス
コンピュータの動作を修正する（図中のｃ）。
【００４１】
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　以上の新設プロセスコンピュータの動作修正ステップを行ったのち、生産ラインの制御
を新設プロセスコンピュータから既設プロセスコンピュータへ一旦戻してもよい。既設プ
ロセスコンピュータで生産ラインを稼動している間に、先の新設プロセスコンピュータの
動作修正ステップで修正できなかった、新設プロセスコンピュータの修正など、最終的な
新設プロセスコンピュータの修正・調整を行うことができる。
【００４２】
　そして、Step03で既設プロセスコンピュータを取り外して新設プロセスコンピュータの
みへ切替を行い、プロセスコンピュータの更新を終了する。
【００４３】
　本発明により、これまで不具合原因の調査に割かれていた時間を減少し、本切替後での
不具合を減少させることが可能となるとともに、品質上の不具合発生時にも処置と対策を
迅速に行なうことも可能となる。
【００４４】
　なお、例えば、品質管理コンピュータで行っている品質管理機能のプロコンへの取込み
においても、本発明を適用する有効性を確認している。本発明におけるプロコンの更新と
は、プロコンへの機能取込みの場合も含まれる。
【実施例】
【００４５】
　本発明を適用することによって、これまでプロセスコンピュータの更新に平均６ヶ月間
ほど要していたものが、２ヶ月間での短期間にプロセスコンピュータの更新を完了するこ
とができた。
【００４６】
　このプロセスコンピュータ更新の早期化により、作業に携わるマンパワーの低減ととも
に、限られた時間でのプロセスコンピュータの更新が可能になり、また、新設プロセスコ
ンピュータへ切替えた後のソフトバグがなくなって、品質不良の抑止が実現できた。
【符号の説明】
【００４７】
　　１　　上位装置
　　２　　既設プロセスコンピュータ
　　３　　下位装置
　　４　　パララン用コンピュータ
　　５　　新設プロセスコンピュータ
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